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I 序

1960年は「アフリカの年であるj といわれ，多

数の独立闘が誕生した。それまで宗主閣から派遣

されていた植民地政府の総督は帰国し， それに代

わってアフリカ人の大統領や首相が登場し， ！日総

督官邸にはー新しい独立国旗がひるがえったので

あり，それらは， まさに人類解放の歴史的なシン

ボルでさえあった。

しかし、 二のように華々しい政治的な独立達成

の背後には，容易ならざる事態に追い込まれてい

る国民経済上の諸問題が山積していることを， わ

れわれは見落としてはならない。

それは， L、いかえるなら，新興アフ 1)}J諸国に

おいて，激しい人口増加に閏民所得の伸びが追い

っけないでいると表現するよりも，食糧さえも自

給することができないほどに国民経済の形成とい

う重要な問題が放置されたままでの独立であると

いうべきなのである。

しかもわれわれは国民経済の安定なくしては，

し九

細 見
,1ト・

7毛 也

政治的独立さえも保持するζ とが困難となるよう

な事例を多くみている。つまり，経済的自立こそ

三れら新興諸国が達成した政治上の独立を守る最

大の条件となるのである。

では， ここにいうところの「経済的自立」とは

どのような内容を持つのであろうか？

さらに，新興諸国がその経済的自立を達成する

ためには， どのような方策が講じられねばならな

いのであろうか？

三れらの問題を，西アフリカのガーナをひとつ

のモデル・ケースとして検討することが本稿にお

ける中心課題なのである。

TI 経済の構造的特質

ガーナにおける「経済的自:s'LJを考察するにあ

たり，都留重人教授の言葉を引用しておくことは

きわめて重要である。

すなわち，教授は「後進国の規定が，社会経済

史的観点からもっと厳密に行なわれなければ，経

済発展政策も論理的にはでてこないJとして，つ

ぎのように指撤されている。 「たとえば封建社会

から近代資本主義社会への移行過程にあるばあい

であれば， そこには当然原初蓄積の課題がある。

その内容として投資資金の創出が必要であること

はもとよりであるが，そのほかに，近代的な産業

資本家の発生や，工場的規律の中ではたらく『自

由な』賃金労働者の創出の問題がある。ただ現住

では典型的な形での封建社会から資本主義社会へ
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の移行EI汁のは少なし？を進国と呼（ f).lるもの

の多くは， Kいあいだ植民地支配の下におかれて

きた国である。そのためにその国特有の-iJ，い社会

経済制度がある面では同定化される ＇)J‘他の面

では宗主国の便宜に応仁て近代的な抗術的条件が

とりいれられたものが多い。そしてこれらの国は

政治的に独吟した左いL、ながら経済同でft 1ri°v＇体

制からi1をんE脱却していないのが添例でふるの

そうであるかぎり，経済発展を志十lぎあいの第一

の課題は，従来の経済的従属関係のも q制度的性

格を仔細に険流して， 制約11:tの大きVてとが明ら

かなばかいには， その従属関係から玄ずmu:11する

ということでなければならぬ。経済発展の計画が

自主的［吋荷主九る左い行 ！＇( .！でなく， 手わすii詞を

Ii主的（ケた仙しうるt::h山門会的条fl1( i 11 [f,Jにっ

くりだすことが問題である」 OJ:I¥ 

そこで， 領者もがーナ閑民経済の自立について

の考察 1分析をすすめどl にあたり， 100If,ー以上に

わたるイ：：！）スによる植民地支配が， 4二円m1の経

済に対してどのような間有の制度を生んできたの

かを明「｝力、にしようと思うれ

1. 生産と消費の分離

まず，植民地経済の成立過程についてみれば，

先進的な資本主義諸国がその武力と資本力とによ

って， 11同商品の輸II¥ iii上誌の海外にむける長；；大を

目的として岩ljられたものであるといえよう。そこ

で，初期の段階ではあくまでも先進諸国の輸出市

場として存ι価値が重制されたのであるが，他E互

においては、 それら柏出商品に対する有効需要を

創り出す必要から，宗主国はなんらかの経済的刺

激を植民地に対して与えねばならないのである。

したがって，宗主国本国においてお要はあるも

のの， その生産が自然条件その他のよお古から著し

ラZ

く制約されている産品を植民地において生産さ

せ，それを輸入することによって， ひとつには植

民地経済の完全な疲弊を阻止すること，他面で，

土日奇からの輸出商品iこ対する有効需要を倉I］り出

すことなどが行なわれてきたのである。

つまり，植民地経済は，これを本質的に見れば

~主国経済に対する原材料の供給tSi＼伺として， さ

じに宗主国の輸出商品に対する消費市場として位

けられてきたものであると規定することがで

きょうわ

そこで．宗主国にとって，植民地経済のあるべ

き混とは，第 iにその工業製品に対する輸出市場

として安定していること，ただし， この場合にい

う安定とは，輸出商品に対十る有効需要が安定し

ていることを立味十ると同時に，たとえば，杭［＼＇.；

i也において民族主義意識が刺激されたり，都市に

失業者やルンペン・プロレダリアートなどが増加

すど〉結果として‘ 勺然予想される宗主国かじの斡

入1l九品に対する不買運動などが起こらないという

意味での政治的安定をも含めていると考えるべき

である。

つぎに挙げるべきことは，植民地において生産

きれる産品が安保Ii宅 かつ宗主同での需要に見合う

だけの生産力を持ち， さらに品質の点でもそれを

原材料として使用する宗主国内の製造工業部門か

九円要請に応えることでのできるものであること

も要求されてきたので・ある。

上述のような植民地経済の基本的構造はガーナ

にどのようにあてはめられるであろうか。

jfーナの主要輸出商品であるココアが赤道をは

さむ南北およそ 20度の緯度地域においてのみ生産

することのできるいわゆる熱帯1次産品であるこ

をは，すでに周知のとおりであるが， ココア立は

そのままのかた人で直接消費することはできず，
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かなり高度の加工を加えることによ。て， チョコ

レート製品たどとして消費されるものであるとと

も忘れてはふじない。

さらにまた， そのチョコレート製品は，主要食

糧農産物とはことなって‘ その需要の所持弾力牲

はかなり高い値を持つといわれ他2），消費の伸び

比所得水準によって大きく左右されざるをえない

のである。

そこで， この国にココア産業が移入されたこと

が， テテー・ケワルシーという一人の出稼良夫に

よって偶然に行なわれたにすぎないものであった

としても， ヨIf干のガーナにおける一般的なIilf i与水

準の低さや， ココア加工藤業が存在しなかつにな

どの事情からみて， ココアがすべて海外の市場を

求めて輸出されざるをえなかったことは容易に理

解されよう。

ただ， 見しっかしてはならないことは，アメリカ

をはじめとしてオランダやドイツなどにおいて輸

出市場を確保している現在の需要条件を別とすれ

ば，少なくとも 20世紅の前半までは，宗主国たる

イギリスにおけるココアに対する鴇要のfFflぴがガ

ーナ・ココア産業の急速な発展を促したというこ

とである。

したがってー ほとんど需要市場しつ閣題を汚慮、す

るミとなく ）］ーナはココア産業の拡大を図ること

ができたのであるが， それが他国では，国内市場

開拓への努力と配麗を怠る遠因となう，生産と消

費の分離を激イじさせる結果をもたらしたといわね

t王ならなU九

しかし， ガーナにおけるココ／の生産と消費の

分離状態は， けっして単純な理由と原因によって

もたらされたものでたし、ことを忘れるべさではな

い。すなわち，ガーナは少なくとも1957年までは

イートリスの植民地支配乞受けてL、／ニ事実， したが

って，宗主国たるイギリス政府は，つねに強権を

もってこの閣を統的することができたはずである

ということ， だがJ他民地支配という統治力のみを

背ー呆とした一種の強制によって， ガーナにおける

ココアの生産と消費の分離状態が創り出されたと

汚えるのはまちがいである。

イギリスは長年にわたってfシドをはじめ， ア

メリカやアフリカ大陸におし、てきわめて多数の植

民地を支配してきた，いわば植民地経営のベテラ

ンともU、うべき存在である。しかも， イギリスに

よる植民地支配の方式はフランスのそれと対比さ

れていわゆる「間接続治j と呼ばれ，比較的大き

な混乱を引き起こすミとなくそれぞれの椀民地に

独立を与えてきた歴史的事実がある。

この事実を， われわれは簡単に「イギリスの杭

民地統治方法がじょうずでありたためJと割り切

ってしまっていいものであろうか？

そこには， きわめて巧妙な支配体制，とくに経

済部門に対する老練な統治が行なわれたに違いな

レのであるυ しかも宅 そのように巧妙な経済支配

が，たとえば「流通部jll]Jや，あるいは「金融部

jlljjなどに限って行なわれたとすれば，植民地社

その独立によって比較的容易にその支配体制から

脱出するととができるのであろうが， それが「生

産構造jを同定化ずる方向をrl的として行なわれ

たものであるとすれば， それは払拭することがき

わめて同難であることを意味する。

アフリカ諸国の場合に限らず， 旧植民地諸国に

おいては， その独立後はひとえに経務開発計画を：

/1；戒し， 三一；！1の完主な実施ということに努力を集

中してきた。その開発計画を作成するにあたって

は，農業主l.i.とするか工業開発を優先とすべきか

について， しばしばそれが重大問題であるかのよ

うに凡らjL・ jこのもお；たである。
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Ⅲ　ボードの機能と植民地政策の本質
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II｛｛干11:M：；：，己13～21'1ベーン上 1)•)IJIL 
（；ヒ2〕 ）／ユノレツ i)"I i¥lll，こ上JL if, J'li iヨチ＼＼ ,'I fi/i I 1 

1.0.1・,: YJ ;'.,0 T. ＼＼アe Schultz, Th《fE，υIIοmic () 1ιζl/1 

－ 

zと：ation《，j,1gr 

Ci」二；j〕 以下 rjiにボ一 lとII子，ぷ益二と』二j ミ；t。

がーナ経済IJ:-.'r；の）jこの分析結果に法づい－c,

ノーウェル報告のqi開業者へのtlt半lj,i;;(

ラヲ

をJi時間すとふことはでさる。

によって，
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この Iココア白書』は EJ41年と46年の三 t,iJにわ

たヮて刊行されたものであるが， 『第一ココア白

書』はつぎのように述べている。すなわち，「もし

もココア産荒川繁栄と高能率とを獲得すへきもの

であるたらば‘最も必要なものは十分に安定した

価格のベースであることを，戦争の経験が教えて

くれているに とれは価格が数カ年にわた ，＇） て画定

されることを必ずしも志1法「るものでなく、短期

の価格変動を避けるだけでよいのである οそして，

このような結果をもたらすためには，生産省価格

と世界市場価格とのあし、だにある寵接しつけンクを

断絶することが必要なのであるjほ 5）。

つまり，この『ココア白書』においては， ココ

アの生産者を世界市場価格の激しい変動から切り

離すことによって，生産者価格の安定とそれに伴

う生産者所得の安定を達成するために， 法律；こ裏

付けられたココアの輸出独占が行なわれなければ

ならなν三とそ提案してし、るのであるり

そこで，コ 11'1 にわたって提7]~ された u' ココア白

書』において計画されたココア・マーケッティン

グ・ボード権想は，商アブリカのガーナとナイジ

エリアlこむL、C1947年にJt体（ちするにいた，，たの

である。

ガ・ーナのユコ戸・ボードは法令によってつぎの

諸権力を保有することができるとされていたじ

(1) ｜｜寺に此：じてガ－・）・（！）生産者に， そのココア

に対して支払われるべ主価格を統制し問返するこ

と， 同様にして，ボードが適当と考えるような方

法で， このぷ女な価格を7'11＇》せるように取り計ら

うこと。

(2) ココアを購入すること， そしてガー？のコ

コア生産者からの購入のために， かっこれにWIし

て必要なあ「ぃbること士なすこと。

(3) ,j、－ J ，〆＇）f ¥:;AJ ！）じ Cl 1 （購入企行hソ，認

56 

11J民H代理人全指定することレ

(4) ー収穫年ごとに， このような代理人に対し

認可を与え，更新し，あるいは認可を却下するこ

と， このような，！J1iJを与えることに条件を課すこ

と，－＝.のような条れ：の違反， あるいはその他のし

かるべき理由によって認可を取り消し， あるいは

｛苧止することむJ6)0 

主らにまた， ボードは法令によ J 》てつぎのよう

な独占的優位を保障されていたのである。

(1) 何人もつぎのものを除いてはココアを購入

してはいけなレわ

（イ） ボー F・, あるし、はボードに販売するためド

ココアを購入する権利を認められた者。

（ロ） 認可寅付代理人， あるいはこのような代理

人に販売するために購入する権利を認められた

台。

い） ボードの文書による指令に基づU、て行動し

。、ミ〉者。

(2) 何人もっさのものを除いてはいかなるココ

アをも輸出してはいけない。

（イ） ボードの資産であるココアω

（ロ） その輸出を承認されたココア L佳 7）。

このようにして、 ガーナのココア・ボー下はコ

江 γ輸出の法律的独占者としての位置を保つこと

ができたのであるが， ココアの生産者価格を安定

主せることによって，生産者の所得を安定させる

とレうボードの最終日的が， はたして予定どおり

に行なわれたか否かについては大きな疑問をいだ

か3るをえなヤのである。

しがし， この~，rnヰの解明にはいるまえに，ボー

ドのiJざしてきた生産者所得の安定とは，実質的

には何を意味するものであるかを明確にしておく

ことが必要であろう υ なぜなら，低開発国のfJと

んどで， もはや一般的現象とさえなっているよう
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イン Y レの進行が起こ－＇ tこと t-;Jtば， cf, F'l所

1与の安定ということは無意味なことであり， 実質

所得の安定こそ亘廷でふるかじであ －：＇.1

では， （反にスコ 7生直一自の実質所得en＇友定 1;;

iポとされにとし J七J¥}(,, 

〆ううか？

宗主国たるイギ I｝スが，

すれはな正，K、＇＆i;:JJてあ

自国の i~芸品の輸出 1h場

としてザートを想定するならう ココ T生iiii:t:fの所

得の安定のみならずむしん所得の拡大を主要IIi¥J 

とすべきではなL川っかシ

このよう i二， ココア・ホー｜山｛］ナζ、機能に d ) 

L、て， われわれは 1，、くつかの疑問を＇， t'；することが

できるのであり， しfこがって，－.jiこしてし、えば、，

ぷードの機能はきわめて不明確であるとし寸｝ねば

ならない。

この問題にWlしごは， Ill 1 守 1)r、治jffJアソリ力

し1>f{Y1について J）権！戎宵・たるノ：ゥアーも， 二戸、ード

（）機能l!Jあ1，、主い3士Jrt'j'IJしてっさのtうに述べ

ている

「とくに~＿.－，の l「ココア「i 主q j) l；うな公孟にの

丈耳におし、て！ぼ視され／二（’liitrHllilちの〕安定化につ

L、てゴ〕「itfJとJiitとは， きわめてf[i絡なもののよ

ぅ；二忠，j) J l るu
ヅ－ . 千三 II Iυ，；， 、， ＇主 -T I 、’ P 」ー ’r ,cc c『 ピ f，；：ノ千三心ぺ L＼、 ＇，＇，.） 、』－ ) ,'; J 

fング・ 4ー｜、 i土 ,:';if1lliitのII日目にil 'lj[fi J）千lj

伎の一川士山ほし‘ (l~f1!1il与 L川沿 f「，，.：：＿；し p 、、

出してJ_jL、／こ出企主二年／U:_, そのj吉弘，生産t:d1lli

格の高低を平均化することができると佑単に15＇え

らJしていたυ

しかし， 不幸／五二と i二iふ 二c'l[i¥J）峰iLここにυ

いて提示：：： iL J二日、 Liニ‘

である＂

:5 ,!) J； 二 Itマ ~\tl な li (I) j ），ゾ｝

マーケッ i fンゲ．ぶー；ご；;tι!1.1Lし、もので主〉

るかのよう iニフ ii[',t1めにはは （） ;{ Lているが， とく

にυ、とつ山政指としてこ jL士比心 J乍.・， rJ,（ゴーぜ正月・

f耐(iO）） 安定化構：在日こは基本的なあいまいさと国

難とがある。 したがってー それらのあいまいさや

！有難を1Eしく理解していない，，，.ょに欠陥があり， i斗

仁二とカ．二の［ココア白1干1に／） 'v、てもJ日f荷され

心ゾ）一Cあミ〉

どLてσ）｛安定化椛，念j(ti】e仁引n

l士，（出格ラ 1':t幣所得，および実質所得に関するも

のであること， しかも‘ それらのうちのあるもの

の安定化は， ｛也のものの不安定化をもたらすこと

合ti'lt！おするのであるつ

ーへ - -〆「 r、』」、， たとえば価格や生産貨が：1：般的に土井

している状j患において、 ココア生産者の貨幣所得

を友定化することは， 生産者の実質所得の不安定

ぞ低下などを招くことになるとパウアーは断言し

ている。

Hーナのココア・ボードの生産者価格安定機能

に対するパウアーの批判！は， かれの仔す締な分析の

ごく －－・；＇H¥;Jにすぎないものではあるが、 このよう

な論点ひとつをとってみても， ココア・ボードの

機能がいかにあいまし、なものであるかを容易に知

ることができょう U

L、るという上りも，

それは， あいまいさを持って

むしろ本質的な矛盾を内在し

ていると判断しなければならないのである。

Lたがって，われわれは，

うな！生産者価格の安定」

たボー iごの機能の裏面には，

すでに述べてきたよ

といういわば公表され

なんらかの公表され

ざる機能が存在しているのではなL、かにつし、て確

かめなければならない。

し、 1，、かえ;iLば， すでに述，..：た上う iこ， パウアー

によ’ノても19!c，か；ニ指J肉された［政策としての生

注目価格の安定ということが内在しているあいま

1，、さji工， 植民地政策の遂行のためにも， むしろ

品村jか「》意識的に加味されていた性質ではなかっ

たかということである G

手7
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宗主固たるイギリスが，すでに指摘したように，イギリスは当初より生聴者価格，

がって生産者所得の安定を目的としてココア・ボ

したつまり，

植民地としてのガーナ経済において何を期待して

ボードによる生産者価格の決いたのかによって，ードを設立したのではなかったのではあるまいか

ということである。 定は当然なんらかの影響を受けることが予測され

るからである。

二こで，今までのやや抽象的にすぎた論述から，

ガーナにおけるココアの生産者価格が実際にはど

それが結果的には宗主

今たた九にこのような結わたくしは，

目前5:.下すだけの資料の用意はないれ

うな批判的な視点に立って，ココ／・ボードの

「公表されざる機能」について検討を加えること

そのよただ，

しかし，

のような水準に固定され，

どのような意味を持閤，植民地の双方に対して，にしたい。

っていたのかを明らかにしてみたいと思う。

第l表と第2表をもとにして論述をすす

生産者価格の低水溝
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われわれはガートのココア・ボードが

「生産者日Iit'Jの安定ないし f生産最大の努力を

者所得の安定」に集中しようとしていることを知

っ7こ。

そこで， ココア生産

さらに者価格をどのような水準に固定するのか，

その水準はいかなる基準によって決定する

ただちに問閣となる点は，

また，

ことができるのかなどの諸；＼である。

コゴア・ぷードでは上記残念ながら、しカーし，

の問題点に解答を与えるようなものは詞も用意さ

ないし安定させ

ココア生産者農

れていない。

生産者価格をどの水準で固定，

ひとつには，るかという問題は，
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第 2表

家における生産費との関連において論じなければ

平均生産費ーを基準にその場合にも，ならないし，

その上に適切な生産音利潤を加味するべき

限界生産費に生産苔干lj潤を加える

して，

100.0 
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あるいは，か，

かたちで生産者価格を決定すべきかなど多くの間

ココアの生産者価格の決しかし，題が強される。

そのようなし、わば純経済的問題として処理

問題は比較的容易に解

それが対植民地の政策との

定が，

されるべきものであれば，

決されるのであるが，

第1表より作成。、1
ノ

匹
川f

 

l
l
r
 

（
 

1r、

ぺそう複雑な様相を呈することになろう。つまり，

58 

関係において処理されねばならないとすれば，
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ココア農家の家計支出構成

地域

28.1 

錦4表少なくとも 1951年から

ガーナの国内総生

このデータによれば，

ぽ

1960年までの10カ年について，

およびココア輸出額は

し

ココア輪出量，

ともにかなり順調な伸びを達成したといえる。

ココアの生産者価格Lt, 19Gl 年には，

産（GDP),

25.2 
2.9 トン

':i Iこり 149.3ポンドであ－，たものカミ 1960年には

112.0ポンドにまでf民下したのである。

山し，

262 

101 
12 
96 

ヲF

」第2表によって明らかなように，すなわち，

22目416.7 

49.5 

1α）.0 

209 

175 
63 
17:l 
48 

459 

930 

134 tヤ
t、j 

ノ

の10カ年間に国内総生産額は 227.7%と2倍以上

の伸びを獲得したのをはじめ，

lリS.:2%とほぼ倍増に近い；えk：ι：己持したのであ

ココアの輸出員も
155 
58 
142 
27 

間人！日衣料
r fA m衣料
¥IJ子 HI衣料
耐久消費財ココアの生産者価格のみはこの期ひとり，る刀

、i
 
y
 

聞にはおよそ25%もの低下をみせたのである。

（注〕 A地域とはOda-Swedru-Asamankese,B地域
とは Ashantiをいう。

（出所） 0伍ceof the Government Statistician, 

Survey of Population and Budgets of Cocoa 

Producing Families in the Oda-Swedru・Asa圃

ma11l,csc /lrea 1955-56，およびSurvey。•f Cocoa 

iう・ocl11ci11gFamilies in Ashanti 1956-5久

この期間に消1貨古物価，なかんず

「食料品」，「衣料」などの小売り物価が上昇す

したがって，

く

あるいは少なくともココアの生産者価格以るか，

ココア生産

ない LX質所1：；ο水準はかな

ヒに激しく低下しなか什たとすれば，

二円一民民の生活水準，

り大さく低下したものと凡ぷければならない。

この口的のために作られたのが第4表であるがココア生産ri－の実＇ffefiJr山水準の検討をそこで，

p, i両地域ともココア農家の家計支出で最大の

項目は「衣料品」であることが示されている。つ

ココア生産農家にあってはその家計支出の

うむで実に 40%以上のものが「衣料品」購入のた

A, この国のココア生産台農家におけ

る家計支出の構成を明らかにしておかねばならな

U、。

1ゴなうまえに，

まり，

めに支出されているのである。

この「衣料品」支出につくものとして
．，
 

f
‘、

l
v
 

ア
f」

｛：上， f食料品jの項目があり，家計支出の3割前後

がこれに当てられていることがわかる。

所得水準の低い場合にはエンゲル係ところで，

すでに周知のと

;J-3りuである。

ココア農家においても，

50%以j二を示すものであっても驚くにはあたらな

ヤであろう。

低開発国たるガーナの

；数はかなり高い値を示すことは，

したがって，

そのエンゲル係数は40～
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しかし，少なくとも第4表の数値から矢口るかぎ

りでは， この同のココア生産農家ーのそれはきわめ

て{rt;ぃ；1;1J台しか示さないのである。

で［士司その7里山はどこにあるのであろ〉かり '"(r 

者C＇）全IIる古るぎり、 そ（り理由l.t, これんココア生産

氏京におL、て， い，わゆる向家飯1とれ生産点、；方、なり

v ｝程度；二進c"Jられてレるためであるリすなわら，

この旧日〕ココア生産者農家では，所有良地の！五倒

的部分をココアの生産にさiてているのはもむろん

であるが， 同時に；ぅ、れらは食料の l'l示日生産fとも行

なっているのである j たど『 ココア農家における

食料の自給生産i士、 その優良な農地をココア生産

のために手IJ)Jiする結果、 どうしても食料農作物の

生産力は低いも ，j ） となら主るをえない•｝f情があ

り，さらにまた， かれらココア民家山原UtJする労

働者い！日〉（こは民食などを提供しなければな「〉ない

ために，食料の自給力は低くなり，そのためにい

わば補助的なかたちでの食料の購入が行なわれる

ことになるものと思、わJi.,る。

いずれにせよ， これまで述べぐきたとこんん、「J

明らかな／！，：J:, ココア生産農家においてその家J

支出の最大J寅日は「衣料i店Jであ d 》たが， これは

むしろ予想されたところであったといえう。 これ

に対し， f食料rf/1J ，なかんずく 1if~内産食料j へ

の支／！:l己・＇..：J～；m''i，以上をノjとしている李主i土， 予想

以上CJ)ものであったとして注目すべき＇ J千五であろ

フ。

さて，このようにみてくると， ガーナのココア

生産者史家の＇kt!f所得水準を評価するためには可

ます店 lに‘ I 六icli',/,_[, っし、で「IJ i 1Jす産食料jの

小売り物価の変動をゆ］らかにすることが必要とな

る。

しかるに， 「衣料r',[iJの小売り物悩の変動を示

す指数に＂）＇.、て it，資料び〉制約A～：『） . ＇て 195111三を

6。

某準とした数値を入手しうるにとどまらざるをえ

fよし、。

そこで，アクラにおける「衣料品」の小売り物

価指数をみれば， 1960年にはわずかに 106を示す

に寸ーぎず， 他の物f凶指数，なかんずく「国内産食

料jのそれがこの期間中に 12%もの上昇をみせた

のに比較すれば，半分の上昇率であったことがわ

かる。

しかし，ここで注意しなければならないことは，

先に挙げた「衣料品jの小売り物価指数があくま

でもアクラ市内における計測値である点である。

つまり， この国のココア生産の中心たるアシャン

ティナHのクマシなどでえられた数値ではない点に

留意すべきであるc

いし、かえれば， たとえばクマシの町についてい

えば，それはj安部アクラ上りおよそ170マイル（約

270キロメートル）も北上したところにある町である

こと、したがって， アクラに輸入・陸揚げされた

物資は，かなりの運賃をかけて陸送されねばなら

ないのであり， 当然のことながら，その小売り物

価はクマシにおいては相対的に上昇しよう。 した

がって，すでに指摘したようなアクラでの「衣料

品jの小売り物価指数は， この国のココア生産肴

農家の実質所得水準を評価するに当たって， それ

を過小評価する fit！倹があることに注意せねばなら

なし、。

つぎに， 筆者の算定した国内産食料の小売り物

価指数について検討すれば，第3表からも明らか

なtうに、全i可平.r'.Jでij、1951ft三と55年を除いて，

二什！りll11Hrl土，はほ－nして｝二月A を示し， 1%0 年

には1951年に比較してδ幻らの上外であったυ

しかし， ここにおいても注白すべき点は，クマ

シにおける小売り物価指数の異常とも見える大幅

な上Hーである。 この上うか国内産食料の価協！！泰士宮
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が司 どのような原因さもたらされたものであるか

については， それを究明することはきわめて悶難

であるが，いずれにせよ， 明らかなことは， ケマ

シを中心とするココア生産地域では， 生産者農家

が大幅な価格上昇のために， その実質所得を著し

く低下させてきたことである。

第 l麹 プfーナ・ゴコアに関する指数変動（1951年＝H的）

200 

吋一生産？？鋪格指数

唱曲ーー輸出量指数

一ーー間内産食料小兎り物価指数

すなわt,, とれまでの論述を玄とめれti'，つぎ 150 

のように相摘することができる。

少なくともこの 10カ年間（1951年から60年｝といた

る期閣）におヤては，ザーナのココア生産者価格

が‘かなり激しい低下を見せたのに対し コゴア

生産者農家が購入する「衣料品」や「国内産食料」

などについて仕『その小売り物価は， むしろかな

り大幅に k昇した。

したが丹て， この期間にかぎって見れば，との

国のココア生産背農家における実質所持水準はか

なり激しく低下してきえといわねばな F，たいの

ところで，つぎのグラフ第1図は，第2表と第3表

に上って作成したもの？あるが， これによってわ

れわれは何を読みとることができるであろうか？

まず，ココア輸出最の動向についていえば，

100 

so, 

60 

1951 52 53 54 55 56 57 58 59 60 

C IJ¥明）心hanaCocoa Marketing Board, Four 

teenth Annual Report and Accounts 1961, 

pp.28～29より筆者の加工による。

1951年の水準を害｜！ったのは1953年と 1957年の 2カ ないのは， 1956年ごろよりし、っそう大幅な低下の

年であったが， ぞれ以外はほぼ－ri:して輸出展の 途をたどりはじめた生産者価格の水準と，あたか

増加が行なわれてきた， もそれと対照するかのように， きわめて激しい上

これに対し，生産者価格はいずれの年次におい 昇をみせてきた輸出展の動きについてである。こ

でも‘ 1%1年の水準を回復するてとさえできてい れは、小売り物価のJ：昇に伴うココア生産者農家

ないのであり，なかでも 1956年以降について，そ の実質所得の低下を，生産量の上昇によ叶て補足

の低下傾向はきわめて著しいものがある。 しようとする動向であったと理解すべきではなか

三のような環境にあ η て，全日平均の小売り物 ろうが？ それが，先のグラフによって示唆され

価指数の動きをみれば，それば 1954年と 1955年の

2カ年度において，わずかながら低下したものの，

それ以外の年度については，いずれも弘準年度

(F1:;1年）を上回〆〉ている。

そこで， われわれがとくに注目しなければなれ

ていると考える。

しかし，実質所得の低下を貨幣所得の拡大によ

って補足しようとするココア農家の行動は，生産

者と世界市場のリンクを切断するココア・ボード

が存在するために，供給過剰をもたらす結果とな

61 
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第 8 表 ココア・ボー ドによる投資内容

I 1951/52 I 1952/53 I 1953/54 I 1954/SS I 1955/56 
実誤十務両副窃1 実額~ぎ扇町常一｜実額 I~）

｜払叩！ 94j抑制 8け32,900: 71,5! 32，制臼91払対 64.3ー .21 I .v, 3,0001 5.8 
－｜づヨヲ’｜ γ 悶 I 1.~i ~油 0.4

． 訓 ，. .1引，. , ' . 12,8201 25.1 
, 63' 0.1 641 0.引 661 0.6. 67, 0.71 倒 0.5
I 262i 0.6; 7叫 lj1,762 3.6, 2,062 4.01 2,0621 3.9 

合 計 i42，判 100.0:46，叫 100.0）礼町 1伺 o,49,8031 100.0：川判 100.0

川竺一」竺i
実額 i 務｜実額 I~ま l 実額~~実額 I~ま｜実額 I t ~ ぎ

132,8541 1f J2,81 71 ~沼，854! 58.円必7 I 50.4 157 0.31 133! 0.訓 1111 0.2 111 0.2 1111 0.2 
210; 0.4! 1711 0.41 54: 0.1 54 0.1 541 0.1 

, 12 53fi' 26. li 11 730 25.剖 22503'. 40. li 26 926 48. 8, 26 2821 47. 8 

i九 0.1! 7~: oJ1 741 o.~; 76 …77jl 0.1 2,062 4.1 862 1 512 0.9• 512 0.9 575 1.4 

1川 91j 100.ot 45，叫 100.oj56，山 100.ot55，吋削o:54,7吋
Ghana Cocoa Marketing Board, Fourteenth Annual Report aud Accounts 1961, pp. 28～29. 
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（出所〕

れば， 1957/58年度には1173万ポンドであったに

すぎないものが，翌年には 2250万ポンドへと90%

以上の増加ぶりを示したのであり，

行なわれたのである。

この 10カ年についてボードの投資対象

イギリス政府証券への投資額が一貫し

そして，

をみれば， したがって，

ボードの総投資額に占める割合でも， 25%から

40%へと大きく飛躍した。

て第 l{立を占めている。

ボードの投資活動をさらに仔細に観察

イギりス政府証

そこで，

このようなココア・ボードの投資活動のでは，すでに指摘したように，すれば，

われわれはどのように解釈すべきで変容ぶりを，

あろうか？

この場合，

総投資額のうちで常に第1位を占券への投資が，

その割合はわずかながら低下めてはいるものの，

資料不足の障害があるためにわれわしてきていることがわかる。

れは必ずしも正確な判断を下すことはできないガーナ政府への融資額はしだいこれに対して，

しかあえてそれを行なえばきわめて危険な，し，この10カ年にはおよそ 13倍にまで拡大に増加し，

も誤った結論を生むことになるものと思われる前者，とくに注目される点は，されたのである。

第2次世界大戦においてイギリスの諸産業，ヵ：，すなわちイギリス政府証券へのボードによる投資

とくに製造工業の破壊があったことを考えるな

戦後まもないイギリス経済にとって巨額の資

なかんずく流動性に富むスターリング・ポン

ら，

後

つまりガーナ政府への融資がガーナの独立し

額が漸減傾向をたどっているのとは対照的に，

者，

本，

ドやドルなどへの強い需要があったことは想像に

難くなし、。
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た1957年を境として大幅に増加している事実であ

ガーナ政府への融資の実額についてみ

る。

つまり，
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そのように考えれば、江削万，j，ンド（約400億円〕

のイギリス政府証券への投資額といえども， われ

われはこれを無意味たものとみなすことはでさな

し、。

しかL, 最も屯要な問題は，ガーナの圏内総生

産において， 竺れらゴ〉海外へ内流出投＇tE額の［！？め
る比重である。

すなわち， 1051年iごついてみれば， 2億mi（〔｝（）万
ポンドの国内総生産額が記録されたのに対して，

：， の20°：，近い刈自5万ポンドがイ：ずリス政府証券へ

の投資に当てられていたのであり，独立後の 19fi0

午においても， その字1J{tは，およそ｛；ぺ｝の水市を

品位J寺していたのである。

どと λ？，今日， ！世界の先進工業誇［Tlのあいど

においナは， いわゆる低開発問の開発援助のため

に， その国民所得の 1%を拠出すべきであるとし、

われて， アメ I}カ，イ三γ＇.） ス， フラLーとをは l二め

とする先進諸問では，積極的な援助問動を行tr..f’ 

てきてLノ、る。

しかるに， 自ら中進国と呼ぶ日本においては、

驚異的な経済成長率を達成したにもカ＇，小わらず、

低開発聞に対する援助額は，間民所得のわずか

の5～O.G＇冶程度であるにすぎ f日、とL、わ！＇lる

わずか国民所得の 1O｛， といえ ;J-1も， それの海外

流失は， その悶民経済にとって大きな負担をイ、ドう

二となの？あうづ

このように見てくると，すでに明「、泊、にされた

;J，ードに工る海外投資なL、し，白本の海外流：r-::11入

当該国経済にとっていかに重大な損失をもたらし

てきたかを知ることができる。

経済理論の上からは，資本が高い収益率を達成

「ることのできる産業、 ないし企業予＼と移行する

のは当然であるとされてはいるが， ゴコア・ボー

ドが法律的に十日11い公共性を干ト》fこ民間であり宅

蝶L也 5
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必ずしも民間資本のように収益率の高低に上って

移動すべきものでないことを脅えるとき， ボー Iさ

の投資対象こそガーナ園内に求めもれてしかろべ

きではなかったのかと思われる。

いずれにせ上， ボー！ごによって蓄積された資金

は，少なくともガーナの独立以前において，その

大半をイギリス政府証券投資のかたちをどって流

失したのは事実なのである。

3. 価格の安定と政治・社会的安定

すでにわれわれI士、 ボードによって決定された

生産者価格は，少なくとも 1951～印年の期間につ

いてご 11をみれば，安定したというよりも bしろ

低められてきた事実のあることを知った。

しかれ， その間に；t小売り物倒はそれほど大幅

ti..上昇・ではなかったにしてもその上昇を過小評価

すべ.：， 1，のでないこ止も見てきたとおりであ石。

それ結果として，づ汁ア生産者農宗におu、ては，

その実質所得は低下したと脅えられ， それに対す

る補足作用としてコゴアの物的生産牲を高め貨幣

所得の拡大が行なわれたことも指摘してきた。

でi士、 その土うなココアの物的生産性の拡大は

どのような要因によって可能となったのであろう

か？

この問題を解明するにあたって， まず最初にコ

コア）品交の生産費を分析しなければならなし、。そ

三で‘ 子fー十政府：iこよぺて行tcわれた「ココア農

家の家計費調査lの結果に基づいて， ココア生産

台農家門生産費構成を険討すれば，経営規模によ

円てその構成に相違は見られるものの，平均的に

は，生産費支出の80～90%が「ココア畏地管理人J

(caretaker）の雇用に当てられ， 8～14%は「その

他の労働者J雇用のために支出されている。

したがって，一般的にいえば，ガーナのココア

生産費μ，その95%以tを雇用労働力の賃金支払



いにあてているのである。

つぎに， 生産費の構成を経営規模別にみれば，

大規模農家では労働力の雇用の比重が高く，小規

模農家においては， その比重は相対的に低い。こ

の事実は， ココアの生産を拡大しようとすれば，

窺存の技術水準では労働力の増投が必要であるこ

とを意味している。

ここで，われわれは，すでに指摘したゴコア農

第 P 表 階層別ココア農家のココア生産費構成比率（%）

(A 地域）

一一階 層！
1 2 

項 目ー ＼

農地管理人雇用費 1 36.s i 24.s I 
一般労働者雇用費｜ 幻 .9 I 57.5 

その他収穫費 1 19.3 I 1s.o 

計 1 100 1 100 1 

有一一喜子寸一一日寸一一

項目 J I 

農地管理人雇用費 l 84.4 i 90.1 

一般労働者雇用費｜ 12.0 I s.o 

そ の他収穫 費 I :u I 1.9 

m・ I 100 1 100 

3 7 4 5 6 

日一I
川一

l
［

4 

10 : 11 I 12 I 平均

100 

66.1 

ヮ“唱よ

戸、u
a
q

幻

6

~: I ';; I T: I ~:: 
100 I 100 I 100 I 100 

5 

竺ム~空

76.6 

19.4 

3.9 

100 

92.0 

6.6 

1.4 

100 

(B地域）

一一一~晋一 一雇一丁一一一一ア一一一「－－.
I 1 1 2 I 3 

－聖 一 一 旦一一；ょ斗一一一一一ι 一一一L一一一一
農地管理人雇 用 費 ｜ 25.3 I 41.2 I 63.5 

一般労働者雇用資1 65.1 I 50.2 I 29.1 

そ の他収穫費1 .6 I 8.6 I 7.4 

JI・ I 100 I 100 I 100 

階層 1 I I 

豆一一層 .~c_L二J ~~－－J二o
農地管理人緩 用費 1 86.9 I 89.s I 伺 .7

一般労働者緩用費 1 11.1 j 7.6 j 7.7 

その他収穫費｜ 2.0 I 2.1 ! 1.6 

計 I 100 i 100 i 100 

（注〉 ここに使用した階層とは， ココア販売による年間粗収入（GrossCocoa Income）を基準にしたもので，第

1階層は年間粗収入額が1000シリング（約5万円〕以下，第2階層は1伺O～1499シリシグであり， 500シリング，

ごとに分類されている。

（出所） A地域： Officeof the Government Statistician, Survey of Population and Budgets of Cocoa 

Produ「ingFamilies in the Oda-Swedrt←Asamankese Area 1955・56,pp. 68-69. 

B地域：一一， Sunり ofCocoa Producing Families in Ashanti 1956・5久p.p. 54-55. 

6ラ



Ⅳ　結語
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家における貨幣所得拡大性向がより多陵の労動力

（自家労働と服用労働のいかんを問わず〕の投入を必

然的に伴うものであることを知ることがで去るの

いいかえれば， ココアの増産のためには，農村の

労働力が多量に閲定され噌集積されねばならない

のである。

この結果， ガーナのココア産業はかなり多くの

労働力に対して躍用機会を提供してきたというこ

とができょう。 逗要なことは，それがあくまでも

雇用機公であっ℃， 自営議主としてみhれるよう

な報酬なしの就議機会ではないとし、うことであ

る。それは，ひとつには腫用労働者を約！Hf_＼し， 貨

幣経済化の波及効果をとし、っそう拡大十る手自果をも

たうし，他Ifにt:,,；、 ζ，とくに北；＇（ドトパン十地域

かJコ移動・ irrc「Bしてさた労働力を辰Ill機会の少II

い同；市，＇ii；へ行く以前に吸収し／ととけう；功来を持／〉

fこの

亡こ℃，このとろな雇用機公が存在したために，

低｜井j発1iolにおい ζ し；£L (;J:指摘主れるような都市

における大誌の失業古が発生することボ阻止きれ

たので｛ふる。これだけが， 都市i二失業者が発生す

ることを阻止する条刊であるとはいえなレの11も

九九んグ）こ止であるが， そ0）之めに来たしてさた

コゴア史業ω役,Iii］を過Fト浮Miすべきでl土ない。

とくに， ココアとい行商占川乍物の生産に就業す

ることによ η て， 現金両Iij与を入子することのでき

る労働者群を発，~之さ 1士たミとほ， そ;l＇.自体ガーナ

の告が一人口；~)('cf tる強力な福利厚生政策であと〉の

みにら九植民地政府仁とっても民政安定の観点

からも必要欠く fさか i，ざることであ－－，たといわね

ばならなヤ l

(il二cl) 矢内原群『金階的絞露と捻/1＼経済一一プJー

ナ経済研究一一』，日本評論1±‘昭和41作， 64ページ

参照。
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(;l: 5) P. T. Bauer, West Afバcan Trade, 

Routledge & kegan Paul, 1963 (reissued), p. 268. 

(1!cli）矢jlJ原j恥自lj掲詰L68ベーシ。

〈パ 7) 矢1r1原r;,;, 11if掲｝；. 69・ てー／。

(/1: 8 ) p_ T. Bauer, op, dt., p. 27 l. 

( ii: 9) ココアt聖地の符J1t[のために刷用される「ア

ブートソj’紛れ」（ahusalabourer）は，）fiU~ たる農民から

1n；戸会（ffJ. Vの払＇{J宅子受じるといj'i l Jるη

IV 紡
－
k
f
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こよで， ガーナに対するイギリスによる植民地

政策の本質をとらえてみようと思う。

すでに， illにおけるココア・ボード機能川分析

に上 〉て、 コ：Iアυヲ生E長者価t1

Y二国，i：さ;lLてきたとb、うよ i）もも むしろ低下傾j(,J

をた乞ってきたことが明らかにされた。 したが／，

亡， ボー iごの設立汚初れら公表されてきた「生産

庁価総の安定！と L、う機能が， 実はボー！ごの主要

I! 的ではなく， コォア生産者農民におりる実質所

得の低下によ J 、て， 貨幣所得の拡大，ココアの物

的生産の増加へと生産者をかりたてる結果をもた

れしてきたといわねばならなU、。

そとで，仮に，ガーナのココア・ボードが，ゴ

コア生産者農民の実質所得を安定するととに第I

の目標、を置いていたとすれば， ガーナ国内の消貨

物資についてその小売り物価の動向を仔細に検討

して，生産者価格を決定しなければならなかった

はずであるが，事実は，すでにみたように，生産

者価格は国際価格の動ぎに従って決定されてきた

感が強い。つまり，国際価格の下落とともに，コ

コアの生産者価格も低下してきたことが注目され

るのである。

では， ココア生産者の実質所得の低下を補うも

のとしての貨幣所得の拡大は， はたして十分可能

であゥたのであろうか。
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[if;2図才グ，スウェド，1.,‘ 71トマ＞・ trセi也域の階

屑別・限界労働J'I'.,'(1'! ! I川九郁子下）

ロコ

γ
免措

mm限
弊
搾
仙
鑑
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Jj－働JJのほ{'fr位入民

（注） 縦軸には，階遥J}ljの限界ココア産出量，横南！！
には階層別の限界労働投入僚（人数）をとった。

cru~1r〕 O侃ce of the Covcrnment Statistician, 

品川市，eyof Populatiο11 and Rudgets of Coe，叩

Producing Familirs in th,・ Oda-Swedn,-

11.samankese Arra 1955-56上り学一行の1mヱによ

〆‘〉

第3図 アシャンティ地繊の階層別・限界労働生産

性（1956/57年）

主1

つづ一司限界ゴ序内（物取J
,,, 

J'( 

'" 

);f,11｝］の目！ヲ手役人：，t

（注）第2関の注に閉じ。

（出所〉 O伍ce of the Government Statistician, 

Survey of Cocoa Producing Families in 

Ashanti 1956・57より筆者の加工による。

この点については，すでにこれまで述べてきた

どころからも明らかなように， ボードによって生

麗者価格が固定されているかぎり，生産者がその

貨幣所得を拡大しようとすれば， ココアの物的生

産を拡大することによってのみ， それは可能とな

る。

しかし． ココア生産に必要とされる農地の拡張

には限度があり，さらに，農薬や肥料などが必ず

しも一般的には投入されるまでにいたっていない

事情を考慮すれば， ココアの物的生産の拡大は，

ひとえに労働力の多投に強く依存しているといわ

ざるをえない。

この点については， Eにおいて，すでに簡単に

指撤したが， ここで改めて仔細な検討を加えたい

と思う c

第2同と第3図はココア生産者農家における労

働の限界物的生産性を示したものであるが， これ

によれば，労働の限界物的生産性はかなり高い値

を示している。

ところで， これらのグラフは，いわば農家の階

溜別にその労働生産性を限界的に示したものであ

るから，同一経営体における労働の限界生産性で

はないことを注意していただきたい。むしろ，こ

のゲラフによってわれわれが知りうることは， ガ

ーナのココア生産者農家における労働の限界生産

性が階j種別に強い格差を示している事実なのであ

る。

すなわち，このグラフは，いわゆる大規模経営

においては労働力吸収の capacityが大きく，しか

も限界生産性については，その急激な低下が容易

には起こりえないものであること，それに対して，

小規模な経営体においては労働力吸収の capacity

も比較的小さく，限界生産性も急激に低下する状

態にあることを示していると理解することができ

67 
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郵 10漢階 j露 別賃金所得額 （単位：シリング出約50円）

f域引 1ド13!4 •. 5~I；「7 Iト9 ! 10 ! 11 I 12_1~ 13 t 14 

；｜γ，. :,::::l;J~i ：：川：：：J ::i~f~, In., 1 ,,,~, 

ょう。

その意味から，すでに第9表において明示され

ているようなココア生産者農家の生産費構成の著

しい階層別格差を理解しうるのである。

,,, ＇、かえれば，大規模経常 iごおし、ては自家労働

L加えて比較的多量の雇用労働金投入しても， そ

の平均労働生産性を高い水準に維持することが可

能であるのに対し，比較的小規模な経営体にあ，〉

ては， その自家労働に多最の腫用労働を加えるこ

とは，労働の平均生産性会大幅に！氏下させること

にな 9やすし、というす下実が i'n'E；－ていることであ

ー．
<.JC 

したがって， ガー十のゴコアノf:rf者農家が，そ

の実質所得の低下をココアの物的生産力を増強す

ることによって貨幣所得を拡大すると L、う行動を

とったものと仮定することが許されるなら， その

よろな生産者農民の千7動を可能としたものが， い

わば比較的規模の大き L、下fRf4>:における雇用労舗

内用投にほかなられ 1いとみる二と；土妥当であろ

jο 

では，実質所得の低下を鋳幣所得の拡大によっ

て補完しようとしたのは，いわゆる大規模経営の

みであったと断言していいものであろうか。

とこで，再び「ココア農家家計調査j結果から

階層別j賃金所得額について検討しなければならな

いc すなわち，第10表からも明らかなように， ガ
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ーナのココア生産者農家にあっては， その金額で

はかなりの格差があるものの，大部分の農家にお

いてはれ家労働の部分的な商品化を行tr,〉ていた

ことがわかる。

ところが， これを階層別にみれば‘ひとつの特

徴土してし、わゆる零細農の良家労働力が中・大規

模農家に躍用されている事実を指摘することがで

きる。つまり，零細農においては，すでにみたよ

うに，労働の限界生産力が急激に低下し，したが

' C労働力吸収の capacityが蒋しく僅少であるた

め， 限界生産力が比較的高く，したがって労働力

吸収のはpacityが大きい大規模経営へ自家労働の

一部分を限界的， かつ一時的に販売することによ

って貨幣所得の拡大を図ってきたものと見なすこ

とができる。このようにして，零細規模の生産者

農家においても，貨幣所得の拡大が行なわれてき

たのであるの

以上述べてきたところかじ， ココア生産者農家

においてはその規模のいかんを間わず貨幣所得の

初、大という行為が行なわれてきたことが Iり］らかに

な円たが， それが農村における労働力の固定をも

たらしたものであることもまた事実である。

これは，いいかえれば，労働生産性の上昇が阻

！ときれてきたことを意味していると同時に， ココ

F 0) ¥"kj際価格の低下から生産者価格の下落が起こ

I), それが生産者農家の実頃所得を低下させ，つ



1968010071.TIF

いには農家をしてココアの物的増産へと導き， そ

れがけ叶きょくは再び国際価格の大幅な低下を引

き起こしているのであるQ

そして， とのようなココア生産者農家の矛盾し

た行動が、 いがたる要因によヮてもたらされたも

のであるかを問えば， ココア・ボードによって生

産者価格が低水準に抑えられたこと， しかもそれ

は一応は国際価格と隔絶して決定された点に起因

するといってよいU

小論でほ植民地政府の手lこよって創設されたコ

コア・ボードが，結巣的には，需要を無視したコ

コアの増産と， それに伴う農村労働力の大規模た

固定とをもたらしたものであることをみてきた泣

したがって喝 jfーナ経済が名実ともに自立化へ

の途を歩むためiとは，第1に，ココアの労働生産

性を飛躍的に上昇させるととによって，農村の過

剰j就業状態を改善しなければならず，第2として

は，食糧生産農業での生産性を高めて食揮の自給

体制を確立することが必要なのである。食糟生産

農業の生産性ぷ上昇し， より安価な食糧農産物の

自給沿可能となれl王，都市部における生活費も低

水準に抑えるととができ，その結巣，都市生活者

ω実質所得の上昇がもたらされて，農村に滞留し

ごU、fこ労働力人口の都市部への流出が促進される

ととが期待されるυ

さらに最も重要なことは，食糧生産襲業の生産

性が改善され，安価な食糧の供給が可能となれば

ココア生産者農民の実質所得が上昇しうることで

あり，それがココア農民の担税力を噌強すること

はもちろん， エンゲル係数を低めて，新しい消費

パターンを作り出すなどの波及効果を引き起こす

であろう。しかも，労働生産性の上昇が実－現すれ

ば，滞留していた過剰労働力は農村ーから流出する

ととができるのであるから， ココア生産農家にお

いても，濯用労働への賃金支払額が軽減されて，

残された労働力当たりの資本装備は高められよ

つ。

このような高し、生産性の連成が実現されたとき

はじめてココア・ボー I~ の存在理由は弱められ，

農民自身による経済自立への途が聞かれることに

なる。したがって， いかにして生産性を高めるか

について最大の努力が払われねばならないのであ

る。

(;ii崎査研究Jj；〕
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